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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
障害のある子どもの教育に携わるときに、多職種連携を図ることが求められます。その時には、教師は、子どもが子ども自身が人生の主役として生きることがてきるよう支援します。そのためにも、大人たちだけで物事を決定するのではなく、子どもを真ん中において、子どもの意見を尊重し、それを支援の方向性として考えていくことが求められます。その実現のためにも対等であること、自己選択・決定、支援者の専門性求められます。そのような場合、・個別の指導計画や支援計画を核として、多職種連携を行います。協働チームによる支援を行う条件としては、共通の目標を持ち、子どもを含むチームの平等性、責任は全員で共有、成果に対する責任も全員で共有、ボランタリーなどを意識しながら支援することが大切です。
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